
2008 年東大文□4  
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数学的帰納法で示す。 
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ac nnnn と置く。 

01,0 1111  pbdpac であるから、 1n のとき成立。 

kn  のとき、 1)1(,
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ac kkkk は 3p で割り切れると仮定する。 
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仮定および
2

)1( kk
が整数であることから、 11 ,  kk dc は 3p で割り切れる。 

したがって 1 kn でも成立。以上により示された。(証明終) 
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)1(12 ≧qqp  とすると 
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(1)より、 pc は 3p で割り切れるので、 pa は 2p で割り切れる。 

一方、 3≧p より、 pa を 3p で割ると余りは 2p になり、 3p で割り切れない。 

以上により示された。(証明終) 


